
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1369 回 （本年度 7回） 

平成 28 年 8 月 25 日（木）  
 

点  鐘  戸張 裕康  会 長 
 

司  会  江口 進    会場監督 
 

斉  唱 「四つのテスト」 
 

会員出席報告  東出 隆裕 親睦委員   

欠席者： 古越会員、河合会員、工藤会員、高木会員 
   

ニコニコ報告   東出 隆裕 親睦委員   
 
◆戸張 裕康 会長    
本日は東出さんの入会卓話です。昨日の第 2グループ
の新会員交流会での中原ＲＣのバックアップに感謝
いたします。ローテックスの皆さんの成長がとても嬉
しかったです。青山さんも元気でした。年度も何とか
2ヶ月が経ちました。有難うございます。 
 

◆都倉 八重子 幹事 
 昨日の「新会員交流会」、中原ＲＣの会員の皆様から
の越乃寒梅・焼酎・ワイン・ウイスキー等の差し入れ
有難うございました。とても盛大で、「ローテックス」
も頑張って下さいました。大勢のご出席に感謝申し上
げます。 
 
◆親睦委員会一同 
昨日の交流会は、海外に行かれた若い方のお話がとて
もよかったです。 

 
◆ＳＳＡ一同 

 台風一過、またしても猛暑が戻ってまいりました。 

まだまだ残暑が厳しいので、ご家族ともどもご自愛 

くださいますようお願いします。 
 
「みんなニコニコ」  
東出さん、卓話楽しみにしています！！！ 
若狭 滋則 会員・島田 叔昌 会員・山本  剛 会員 
市川 功一 会員・小泉 正博 会員・鈴木 次男 会員 
高瀬 建夫 会員・徳安 久是 会員 

 

会長報告  戸張 裕康 会長（9 月 1 日） 

１．理事会報告（詳細は、次週会報にて） 

２．地区からの来信 

 ①ｸﾗﾌﾞ会長・幹事セミナー開催のご案内。 

  日時：2016 年 9 月 20 日(火) 15：00～17：30 

場所：メモワールプラザソシア２１ 
  

②地区大会参加促進キャンペーン実施のご連絡が 

届いております。 

  川崎西 RC より 2 名が「地区大会のご案内」パンフ

レットを持参してクラブ例会を訪問し、5 分程度 

地区大会のご案内をさせて頂きたいとの事です。

（訪問者･日程は別途お知らせ） 
 

３．第 2 ｸﾞﾙｰﾌﾟ新会員交流会のアンケートへの協力依

頼がきております。 

  当日ご参加の皆様は、ご記入の上、都倉幹事まで 

ご提出ください。 
 
４．米山梅吉記念館より、秋季例祭のご案内と館報が届

いております。（回覧） 

  日時：2016 年 9 月 24 日(土) 14：00～式典  

14：30～講演「ﾛｰﾀﾘｰ留学という原点と私の存在」 

  場所：米山梅吉記念館ホール 
 
５．第 38 回「なかはら“ゆめ”区民祭」の趣意書と 

賛助金のお願いが届いております。 

  日時：2016 年 10 月 16 日（日）10：00～ 

場所：等々力緑地 
 
６．他クラブ例会臨時変更  

  ●川崎幸 RC   

9 月 9 日(金) 夜間移動例会 親睦会  

川崎競馬場 点鐘 18：00 

 9 月 23 日(金) 休会 

 ●川崎高津 RC   

9 月 15 日⇒14 日(水) 移動例会 早朝供養例会 

 9 月 22 日(木) 休会（祝日） 

 9 月 29 日(木) 夜間例会 ﾎﾃﾙ KSP 3F 点鐘 18：00 

 ●川崎大師 RC   

9 月 28 日(水) 3RC 合同親睦例会 

川崎日航ﾎﾃﾙ 点鐘 18：30 
 

７．他クラブ会報の回覧  本日はございません。 
 
８．7 月より、第 1 四半期（7 月～9 月）の会費 75,000

円の納入をお願いしております。 

  まだお納めでない方は、9 月 15 日(木)の例会まで

にお願い致します。（22 日休会・29 日夜間例会） 

 

本 日 
会 員 数 出 席 欠 席 出 席 率 

 26 名  19 名  7 名 82.61％ 

前々回(8 月 4日)欠席 7 名 Make up 3 名 91.67％ 

ニコニコボックス 本日 13,000 円 累計 134,000 円 

記念日ニコニコ 本日 0 円 累計 15,000 円 

 

 
 

 

川崎中原ロータリークラブ会報 川崎中原ロータリークラブ会報 

◆例会場 ホテル精養軒 第１・第３木曜日 PM12:30～ 第 2・第４木曜日 AM7:30～ TEL:044-711-8855 
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『人類に奉仕するロータリー』 Rotary Serving Humanity 

ＲＩ会長 ジョン・ジャーム 第２５９０地区ガバナー 高良 明 



９．次週 9 月 8 日(木) は、ガバナー補佐をお迎えして

クラブ協議会を開催致します。 

  定例早朝例会を、昼例会 点鐘 12：30 に変更いた

しますので、お間違えのないようご出席下さい。 

 

入会卓話 東出 隆裕 会員 
 
それでは、入会卓話ということでお話をさせてい

ただきます。 

私は、1971 年、

昭和46年11月に

川崎市高津区の

蟹ヶ谷というと

ころに生まれ、両

親と4つ下の弟と

高校1年生まで暮

らしていました。

市営住宅で当時

は 2 階建ての長屋が何１０棟と建っていました。近

所の竹やぶから１億円が２回くらい出てきて、テレ

ビなどによく出ていました。現在は様変わりして、

高層の団地になっているようです。小学校１年生か

ら、引越しをする高校１年生までずっと野球をして

いました。高校での野球は、１年足らずでしたが、

公立の弱小チームで３年生が４人、２年生が２人、

そしてわれら１年生は１２人という構成でした。で

すから入部してすぐに始まる夏の大会神奈川県予選

に１年生が何人かがレギュラーで試合に出ることに

なります。そしたら、なんとくじ引きで開幕試合に

当たってしまいました。開幕試合となりますと開会

式直後の試合となりまして（場所は横浜スタジアム）、

神奈川テレビの中継も行われました。結果はご想像

の通り、対戦相手も同じ公立高校ですが、２７対４

で負けてしまいました。中継のアナウンサーも観客

も試合が長くて大変でしたでしょう。恥ずかしい思

いをしました。私はレギュラーではありませんでし

たが最後のほうに代打で出してもらい、結果は空振

り三振でした。帰ってビデオを見返したらバットと

ボールが３０センチくらい離れていました。それで

思ったのですが上級生が少ない為、今の１年生はこ

れから他校の選手より試合経験を多く積めるので、

１年後２年後はそこそこ強くなるのでは・・・と思

いました。今思い返してみると、部活で野球をして

いるときが一番楽しかったように思います。 

ちょうどそのころ。親が離婚することになり、母

親の親戚を頼って茨城県鹿島郡神栖町、今は神栖市

になっているようですが、そこに引越しをすること

になりました。父親は長年勤めていた建設会社（ミ

ニゼネコンとでもいうのでしょうか）を辞め、自分

で独立して何年か経っていました。母親もその仕事

を手伝っていたのですが、父親が病気になり、動け

る人がいないので未経験者を雇い、お客さんや協力

業者に病気の事を隠してしのいでいたようです。父

の病気は、病名は聞いていないのですが、腎臓が肥

大していて、それを１つ取る手術をしたようで、悪

性でなかったので死なずにはすみました。それが原

因かどうかはわかりませんが、父方の親戚に多額の

借金をしていたようです。どうもその借金の責任を

母親の責任にして、父親の親戚に言い訳をしていた

ようで、そんな人とは別れるべきだとなったと

か・・・同時に飲食店で知り合った台湾の女性を、

しっかりした女性ということでその親戚に紹介して

いたようです。 

その後、両親は離婚し、父はその女性と再婚しまし

た。私が知っている離婚の原因は、このような内容

のようです。私も弟もいろいろ思うところはありま

す。弟は父親に対して捨てられたという思いがあっ

たようですが、私は父親に対しては不思議とそのよ

うな感情はありませんでした。あまり家にもいませ

んでしたし、情があまりなかったのかもしれません。

むしろ母親のほうに寂しさなのか残念な気持ちなの

かを感じました。当時市営住宅に住んでいましたか

ら所得に応じて賃料も決まっていたはずです。です

から引越しをする理由はないはずなのです。市営住

宅の長屋ですから、人の噂話やら何やらはがすぐ広

まるところです。それが嫌なのは私もわかりますが、

結局母親自身の世間体や傷ついた気持ちなどを考え

引越しをすることになりました。当然相談はありま

したがそんな状況で反対とは言えませんでした。引

越し先では、性格の違いもあるのでしょうか、弟は

すぐになじみましたが、私は、なかなかなじむこと

ができず、見た目は普通にしていましたが、相当ふ

てくされていました。経済的にも厳しかったので学

校をやめて、仕事でもしようかとかなり悩みました。

大学は行きたかったので、仕事しながら当時の大検

（大学資格検定試験）を受けてとも考えましたが、

ぜんぜん勉強していなかったのでそんなに甘くはな

いと思い、まずは高校を卒業しようと思いかろうじ

て卒業しました。 

ちょうどそのころ、父親から連絡があり養育費と

いって少しまとまったお金を送ってきました。母親

の話によると、父親の会社が軌道に乗ってきたとい

うのです。後継者が欲しい様な話もしていたという

のです。それを聞いて、私は、チャンスだと思い、

弟もまだ学生でしたので養育費を毎月きちんと払う

事を条件に父の会社に入社しました。そのときの気

持ちは、「よし、父の会社を乗っ取って大きくしてや

ろう」と意気込んでいました。そこで現場監督見習

いをして３年位、少し仕事を覚えたころ、バブル崩

壊の少し前にもかかわらず、当時のメインバンクの

さくら銀行より融資を切られ、２回目の不渡りをだ

し会社は倒産してしまいました。負債総額は確か５

億前後だったと思います。債権者を会社に集め集会

を開きましたが４０人位来ていました。何人かいた

社員もみなどこかに行ってしまい、結局、社長と私

２人で集会を開きました。社長は事前に丸坊主にな

り、債権者を前に私と２人で土下座して謝りました。

なんで私が謝るのとも思いましたが、息子だから仕

方がないですね。債権者の中には、付き合いの短い

業者さんもいましたので頭にきて社長の胸ぐらを掴

んでいる人もいました。幸い私は役員ではありませ

んでしたので謝っただけですみましたが、中には千



万単位で引っかかった方もいましたので、その方た

ちには申し訳なく、気の毒でした。しかし、当時 22,3

歳だった私にはどうすることも出来ませんでした。 

会社がつぶれる少し前に現場から上がっていました

ので、社長にずっと付いていました。ですから会社

がいいときから、徐々におかしくなってどのように

なっていくのか大変勉強になりました。人は追い詰

められると藁をも掴む。後先考えずにいろんなもの

に手を出し、借金がさらに増える。そしていろんな

人が集まってくる、ハゲタカの様に・・・ 

そして、本来ならそれ以上負債を増やさないように、

迷惑を掛ける人を一人でも増やさないように考える

べき・・・まあ、その決断が出来るような人間であ

れば会社をこんなふうにはしませんかねえとも思い

ます。人は何もないとき、平穏なときは、普通でい

られるし、やさしくいられるし、思いやりを持てた

りするでしょう。でも人は変わる、自分が傷ついた

り、弱ったり、追い詰められたりした時に、如何に

自分自身を保ち、相手の事を思い、考えられる人間

でいられるかどうかが、その人の価値なのではない

かと思います。ですから私もそのようなぶれない人

間になりたいのですが、まだまだ修行中です。 

会社はつぶれてしまいましたが、そのまま父を見

捨てる訳には行きません。父親も債権者にこれから

息子と２人で一から出直して頑張るというような話

をしていました。私に相談は無しにですが・・・ 

子会社がありましたのでその会社の代表を私にして、

私の個人保証を付けて融資を受け仕事を始めました。

とりあず、パチンコ店の寮の建築の仕事が取れしば

らく一緒にやっていたのですが、私も何か別の事も

してみたいし、父親も一からやると言いながら相変

わらず偉そうに仕事をしているのを見てやめること

にしました。一応ある程度様子を見て父１人でも大

丈夫だなあと思ったからですし、父のためにもその

ほうが良いと思いました。それともう一人一緒に仕

事をしてくれる人も出てきましたので・・・とはい

え、私も持っていたお金は全て会社に出してしまっ

ていましたので一文無しです。まずはその場をしの

ぐために新聞配達の住込みの仕事に就きました。 

しばらくすると新たに仕事をする時に融資を受け

た金融機関から私のところに連絡があり、またその

会社が潰れたとの内容でした。私の変わりに社長に

なってくれた人もいなくなってしまったとの事でし

た。個人保証をして借りた分の残債を払ってくれと

の連絡です。残債は少し減っていましたし大した金

額ではないのですが当時の私からしましたら大金で

す。いよいよピンチになってしまいましたので、一

度母親のところに住まわしてもらい、まずは借金を

減らそうと考えました。幸い母親は茨城から埼玉の

浦和に引っ越し、県営住宅にいましたので私１人く

らい住むスペースはありました。そこで昼は家庭に

食材を届けるヨシケイという会社の工場で作ったセ

ット商品をまとめて販売店に配送の仕事、夜はファ

ミリーマートの各店舗にお弁当などを届ける仕事を

してお金を作ろうとしました。ある程度借金を減ら

すことは出来たのですが、私もこんなこといつまで

もしていていいのだろうかと思っていました。その

ときは、何をしたいとかは特に無かったのですが、

会社を乗っ取って大きくするという野望は実現しま

せんでしたので、何か事業をして大きくしたいとい

う思いがありました。 

そして次に考えたのは、祖母の知り合いの関係で、

当時、大田区の蒲田に事務所があった自民党衆議院

議員の新井将敬という代議士がおりまして、そこに

入りたいと考えました。東大出身のすごく頭のよい

人で、よく「朝まで生テレビ」などテレビにもよく

出ていて、議論などでも相手をことごとく論破して

いました。当時の選挙区も、自民党 石原慎太郎、民

社党 大内けいご、社会党 上田 哲、公明党 遠藤お

と彦 など大激戦区でしたがそこでも強い人でした。

私はそこに入って政治家になりたいという訳ではな

く、そこで得た人脈を使って何か事業をしたいと考

えました。そして面接を受けたのですが、事務所に

入る条件として、新井将敬の秘書の区議会の選挙を

先にやって、その後に・・・との事でした。人前で

話すのはいまだに苦手なのですが、もともと人と接

すること自体が苦手だった私でしたので、そこでの

活動もかなり勉強になりました。無事区議会の選挙

も終わり代議士事務所に入れたのですが、実際少し

やってみて秘書の仕事で知り合う人は、やはり広く

浅くといった感じで、１人だけ秘書出身で財団法人

などを作って成功している人はいるみたいですが、

事業につなげるのは難しいと感じました。政治家を

目指すのであれば、秘書になるのがいいとは思いま

したが・・・。ということでその道に進むことは止

めました。 

それでは私はこれから何をすべきか。その時の年

齢は 24,5 でしたでしょうか。結構いろいろやって時

を過ごしてしまいましたので、とにかく何かこれだ

けは人に負けない、専門的な仕事を身に着けたいと

思うようになりました。それで大変安易なのですが、

今までの経験も無駄にしない仕事は何か・・・。建

築の現場監督の経験で建物の知識が少しあり、人と

接するのが苦手だった私が区議会選挙で人と接する

営業的な仕事したということで、多少強引ですが今

現在の不動産の営業の仕事を選びました。 

不動産の仕事は、横浜で土地・戸建・マンション等

の売買の仲介の会社に入り仕事をしました。そこそ

こ売上げは上げていたのですが、あるとき業者の接

待で関内でお酒を飲み、車で上司を家まで送りその

帰りに飲酒の検問に引っかかり、免許取消になって

しまいました。今では飲酒運転など考えられません

が、当時はまだ横行していたそんな時代でした。 

車の免許を持っていない不動産仲介の営業など聞い

たことがないので、やめるしかないかなあと思って

いたのですが当時の社長が新人を運転手に付けてく

れて運転手付で営業をしていました。私も頑張って

２人分の売上を上げていたのですが徐々にプレッシ

ャーを感じるようになり、しんどくなってきました。

そんな時、たまたまリフォーム会社を経営していた

知り合いから、不動産部があり機能していないので

任せるからやってくれないかとの声が掛かり、そち



らに移ることにしました。前の会社ではお世話にな

りましたが、その分売上でお返ししたと思います。    

 その後に入った会社は武蔵新城にあって、そこで

賃貸の仕事を覚えました。そしてしばらくするとそ

の会社が場所を移転するということになった為、そ

れを期に自分で独立してやりたいと思い現在の会社

を立ち上げました。平成１５年４月に会社を始め、

約１３年半になります。不動産の賃貸・売買の仲介、

賃貸不動産の管理、不動産の買取、分譲住宅の建築・

販売、リフォーム工事を主にやっております。今で

も事業を拡大したいという気持ちは、少しはありま

すが２０代に思っていたほどではありません。どち

らかというと会社のボリュームよりは、内容のほう

が大事かなと思うようになったのと、父が会社を潰

したときの経験から多少人間不信なところもあるか

もしれません。でも一番はとにかく人を雇って、育

てて、人件費を捻出していく事がとても大変なこと

で、それをされている社長さん方を見ると本当に尊

敬します。今は夫婦２人でやっていますので気が楽

です。ただこれからはもう少し自分を奮い立たせて

頑張りたいです。 

今年の３月にロータリークラブに入会させていた

だいて約半年になりますが、みなさんが私のような

新人に気を掛けていただいて、大変ありがたく思っ

ております。ゴルフに誘っていただいたり、食事に

誘っていただいたり、わからないことも親切に教え

ていただいたりします。最近入会された少し先輩も

いらっしゃるので話もしやすくありがたいです。 

夫婦２人で仕事をしていますのでたまにお休みをい

ただく場合もございますが、出来る限り長くお世話

になりたいと思います。その為には、仕事も頑張ら

なければいけないと思います。みなさん今後ともよ

ろしくお願い致します。 

以上とさせていただきます。ありがとうございまし

た。 
 
【プログラムの予定】  
9 月 8 日（木） Ｈ精養軒 12：30～13：30 

昼例会に変更 Ｇ補佐を迎えてのクラブ協議会③ 

9 月 15 日（木） Ｈ精養軒 12：30～13：30 

 ガバナー公式訪問 

9 月 22 日（木） 休会（祝日） 

  

9 月 29 日（木） 鈴や 武蔵中原店  点鐘 18：30 

 夜間例会 

 
 
【ポール・ハリス語録 6 】 
 
ロータリーの原動力は友情です。 
 
（スコットランド、エジンバラで開かれた 

1921 年 RI 国際大会でのメッセージ） 
 

【ロータリー・ミニミニ情報 No4】 
 
ロータリー・・・命名の由来  

このクラブに名前をつける段階で、最初に提案された名

前はブースタークラブBooster Club（推進者）でした。 

「ブースター？ 電圧の上昇？」 辞書には、前進を助け

るために、下から持ち上げるか押し上げると言う意味が

書かれています。悪くない！ 現在のアメリカにぴった

り当てはまる言葉です。どんな都市や町にある大学や高

校には、ブースター組織があり、その種類は20以上にも

のぼっています。 しかし、もっと思慮深い考え方が、

クラブにその名前をつけることを思い留まらせました。 

「我々はシカゴを押し上げることに関心があるわけで

はないし、いわんやこのクラブを押し上げることでもあ

りません。すでに、そのために商工会議所という特別な

組織ができています。クラブ会員の望んでいることは、

世間の注目をあびている彼ら自身を“押し上げる”こ

とであり、相互取引によってより多くの金を稼ぎ、毎週

の例会でささやかな楽しみを持つことなのです。」と、

ポールは反対しました。  

「ラウンド・テーブル・クラブthe Round Table Club

はどうだろう」と、誰かが提案しました。これもまた悪

くはありません。アーサー王の円卓会議は、重要な人が

参加することで有名であり、高貴な香りすら漂ってきま

す。しかし、その名前には新鮮味がありませんし、新し

い国の活力溢れた都市には相応しいとは思えません。 

「コンスピレーターズ・クラブ（共謀者）the 

Conspirators Clubと呼んだらどうだろう？」 皆はその

名前について考えながら、長い間、沈黙の時が流れまし

た。ついに、たまりかねた一人が尋ねました。 「なぜ 共

謀者なんだい？ 我々は何を共謀しようとしているの

か？ その言葉は、普通、あまり良くない行為を意味す

ると思うんだが。」 ポールは必ずしも、そんなふうには

考えませんでしたが、その言葉の先入観が、クラブ本来

の趣旨を混乱させるかもしれないと考え、その意見に賛

成しました。 ザ・シカゴ・フェローシップ the Chicago 

Fellowship、ザ・ブルー・ボーイズ the Blue Boys、シ

カゴ・サークル Chicago Circle、ザ・レイク・クラブ the 

Lake Club、ＦＦＦクラブ、メン・ウイズ・フレンズ Men 

with Friends、フレンズ・イン・ビジネス Friends in 

Business、トレード・アンド・トーク・クラブ Trade and 

Talk Club、ウインディ・シティ・ラウンドアップ Windy 

City Roundup 等々、沢山の名前が卓上を賑わしました

が、決定的な名前を提案する人は誰もいませんでした。 

最後に誰かが言いました。 「我々はお互いの事務所で、

一種のローテーションを取り決めて、会合を開いている。

ロータリークラブRotary Clubと呼んだらどうだろう。」 

残念なことには、その言葉を誰が発したのかを、幹事は

記録していませんでした。ひょっとしたら、ポールの言

葉だったのかも知れません。 しかし、１年後には、名

前を決めた詳しい経過を覚えている人もいなくなり、現

在は、そんなことがあったという事実を知っている人す

らいなくなってしまいました。  

[ゴールデン・ストランドより抜粋] 

 1999年11月13日（源流の会：炉辺談話より） 


